
（ 15 ） （ 14 ）

　一般質問は、議員が市政全般について、自由なテーマで市長に質問するもので、市民の声を市政に届け、議員それ
ぞれが政策提言を行います。12月定例会では、11月30日、12月3日、4日の3日間、18人の議員が一般質問を行いました。
　ここでは、質問と答弁の中から一部を要約してご紹介します。なお、質問内容は質問者が作成しました。

そこが聞きたい!!そこが聞きたい!! 一　般　質　問一　般　質　問
◆
緊
急
通
報
サ
ー
ビ
ス
に
関
し
て
、基
本
の
緊
急
通
報
ボ

タ
ン
以
外
に
、火
災
監
視
や
、利
用
者
が
在
宅
中
に
倒
れ
て

し
ま
っ
て
い
る
可
能
性
が
あ
る
と
通
報
す
る
ラ
イ
フ
監
視

な
ど
の
オ
プ
シ
ョ
ン
は
、火
事
や
孤
独
死
へ
の
対
応
に
有

効
で
あ
る
の
で
、積
極
的
に
活
用
す
べ
き
で
は
。

長
寿
健
康
部
長  

オ
プ
シ
ョ
ン
の
利
用
状
況
は
低
い
が
、引

き
続
き
利
用
者
の
状
況
に
合
わ
せ
助
言
を
し
て
い
く
。

◆
当
市
の
人
口
増
加
の
た
め
、市
内
だ
け
で
な
く
、首
都
圏

主
要
鉄
道
駅
に
Ｐ
Ｒ
広
告
を
出
す
な
ど
市
外
へ
の｢

攻
め｣

の
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
の
必
要
性
に
関
す
る
市
の
見
解
は
。

総
合
政
策
部
長  

現
在
も
ダ
イ
ア
４

市
で
Ｐ
Ｒ
活
動
し
て
い
る
が
、今
後

さ
ら
に
、地
域
社
会
の
発
展
や
観

光
事
業
、経
済
活
動
の
活
性
化
を
図

っ
て
い
き
た
い
と
考
え
、ダ
イ
ア
４

市
と
西
武
鉄
道
と
の
協
働
で
、ま
ち

づ
く
り
の
た
め
の
各
種
事
業
展
開

を
検
討
し
て
お
り
、よ
り
広
範
囲
に

強
み
の
あ
る
シ
テ
ィ
セ
ー
ル
ス
を
展
開
し
て
い
き
た
い
。

◆
廃
園
予
定
の
幼
稚
園
の
み
で
な
く
、残
る
幼
稚
園
の
関

係
者
な
ど
に
説
明
し
、特
に
通
園
用
の
駐
車
場
を
増
や
す

に
当
た
っ
て
は
、近
隣
へ
の
配
慮
が
必
要
で
は
。ま
た
、廃

園
予
定
の
幼
稚
園
へ
の
次
年
度
の
入
園
申
し
込
み
状
況
は
。

学
校
教
育
部
長  

入
間
川
・
水
富
幼
稚
園
の
周
辺
に
26
年
４

月
か
ら
駐
車
場
の
確
保
を
予
定
し
て
い
る
が
、駐
車
場
の

位
置
な
ど
が
決
ま
っ
た
時
点
で
地
元
自
治
会
な
ど
に
説
明

す
る
予
定
。入
園
の
申
し
込
み
状
況
は
、狭
山
台
が
15
人
、

新
狭
山
が
21
人
、柏
原
が
21
人
で
、昨
年
の
同
時
期
と
比
べ

３
園
で
18
人
の
減
と
な
っ
て
い
る
。

◆
児
童
福
祉
の
充
実

①
市
内
の
居
所
不
明
児
童
生
徒
の
実
態
と
対
応
は
。 

②
市

内
の
児
童
虐
待
の
実
態
と
対
応
は
。 

③
市
役
所
の
横
の
連

携
、情
報
共
有
の
取
り
組
み
は
。 

④
子
ど
も
を
守
る
地
域

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク｢

要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会｣

の
取
り

組
み
状
況
は
。 

⑤｢

生
命
の
尊
さ
や
子
育
て
の
大
切
さ｣

を

中
学
・
高
校
か
ら
学
ぶ
育
児
教
育
が
重
要
と
考
え
る
が
。

長
寿
健
康
部
長  

①
23
年
度
末
、４
カ
月
児
健
診
で
２
件
、

１
歳
６
カ
月
児
健
診
で
１
件
、３
歳
児
健
診
で
１
件
あ
っ

た
が
、そ
の
後
の
訪
問
な
ど
で
全
て
確
認
で
き
て
い
る
。

学
校
教
育
部
長  

①
23
年
度
は
小
・
中
学
校
で
各
１
人
。24

年
度
は
０
人
。学
校
で
は
、関
係
機
関
と
連
携
を
図
り
な
が

ら
、繰
り
返
し
住
所
地
を
訪
問
し
、所
在
確
認
に
努
め
る
。 

⑤
全
て
の
教
育
活
動
を
通
し
て
生
命
尊
重
や
子
育
て
の
大

切
さ
に
対
す
る
意
識
の
醸
成
を
図
っ
て
い
る
。

福
祉
こ
ど
も
部
長  

②
昨
年
度
が
38
件
、今
年
度
は
９
月
末

ま
で
で
19
件
。子
ど
も
の
生
命
と
安
全
確
保
を
第
一
に
、原

則
48
時
間
以
内
に
安
否
確
認
を
行
い
、必
要
な
対
応
を
行

っ
て
い
る
。 
③
要
保
護
児
童
対
策
地
域
協
議
会
を
活
用
し

各
機
関
が
持
つ
情
報
を
共
有
。 

④
毎
月
実
務
者
会
議
を
開

き
、要
支
援
ケ
ー
ス
の
進
行
管
理
を
行
っ
て
い
る
。

◆
地
域
福
祉
を
充
実
さ
せ
行
方
不
明
者
対
策
を

　

行
政
、民
間
、地
域
が
協
働
し
た
独
自
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
策

定
し
、体
制
を
構
築
す
る
必
要
が
あ
る
と
考
え
る
が
。

長
寿
健
康
部
長  

地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー
や
警
察
署
、

消
防
署
に
つ
な
げ
る
要
援
護

高
齢
者
等
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
構
築
を
進
め
て
い
る
。

◆
未
就
学
児
を
持
つ
親
の
最
大
の

要
望
は
、保
育
所
幼
稚
園
に
か
か

る
費
用
の
負
担
軽
減
、保
育
所
の

整
備
で
あ
る
。

①
現
在
の
保
育
所
待
機
児
童
数

と
、年
齢
別
の
待
機
児
童
数
は
。 

②
待
機
児
童
の
多
い
地
域
は
あ
る

か
。 

③
母
子
家
庭
で
待
機
を
し
て

い
る
世
帯
数
と
児
童
数
は
。

福
祉
こ
ど
も
部
長  

①
待
機
児
童
数
は
、保
護
者
が
求
職
中

の
家
庭
を
含
め
る
と
１
２
８
人
。年
齢
別
で
は
０
歳
児
が

17
人
、１
歳
児
が
36
人
、２
歳
児
が
39
人
、３
歳
児
が
21
人
、

４
歳
児
が
11
人
、５
歳
児
が
４
人
で
、低
年
齢
児
に
多
い
状

況
と
な
っ
て
い
る
。 

②
市
内
全
域
に
待
機
児
童
は
生
じ
て

い
る
が
、入
間
川
地
区
や
水
富
地
区
が
、ほ
か
に
比
べ
多
い
。 

③
11
月
時
点
で
11
世
帯
15
人
と
な
っ
て
い
る
。

◆
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
に
お
い
て｢

子
ど
も
・
子
育

て
関
連
三
法｣

が
成
立
し
た
。本
格
施
行
は
27
年
度
の
予
定

で
、待
機
児
童
解
消
と
保
育
料
の
負
担
軽
減
策
と
し
て
大

い
に
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。市
長
の「
子
ど
も
・
子

育
て
関
連
三
法
」に
対
す
る
見
解
は
。

市
長  

27
年
度
の
本
格
施
行
に
向
け
、事
前
の
周
知
や
説
明

に
努
め
る
と
と
も
に
、十

分
な
準
備
期
間
や
財
源
の

確
保
が
必
要
と
さ
れ
る
た

め
、今
後
も
国
の
動
向
を

注
視
し
な
が
ら
、新
制
度

の
移
行
に
遅
滞
の
な
い
よ

う
努
め
て
い
き
た
い
。

◆
若
手
市
民
や
市
職
員
の
入
団

が
促
進
さ
れ
る
よ
う
な
活
動
は

ど
の
よ
う
に
行
っ
て
い
る
か
。

消
防
長  

消
防
行
事
で
の
募
集

や
団
員
に
よ
る
勧
誘
、自
治
会

へ
の
依
頼
な
ど
で
入
団
を
促
進

し
て
い
る
。市
職
員
に
は
、新
規

採
用
職
員
研
修
の
際
に
入
団
を

推
奨
し
て
い
る
。

◆
消
防
団
活
動
の
尊
さ
を
、市
は
ど
の
よ
う
に
市
民
へ
浸

透
さ
せ
て
い
る
か
。

消
防
長  

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
広
報
さ
や
ま
、ケ
ー
ブ
ル
テ
レ

ビ
、消
防
団
の
広
報
紙
な
ど
で
活
動
を
紹
介
し
て
い
る
。

◆
採
用
試
験
や
職
員
研
修
な
ど
で
、地
域
活
動
・
地
域
貢
献

へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
強
く
発
信
し
て
は
。

総
務
部
長  

社
会
貢
献
や
経
験
を
職
員
採
用
の
条
件
と
す

る
の
は
困
難
だ
が
、人
物
評
価
の
重
要
な
要
素
と
し
て
着

目
し
、地
域
貢
献
活
動
へ
の
参
加
を
促
す
機
会
と
し
た
い
。

◆
さ
や
ま
ル
シ
ェ
の
現
況
を
ど
の
よ
う
に
捉
え
て
い
る
か
。

市
長  

安
全
安
心
な
地
域
づ
く
り
の
一
翼
で
あ
り
、地
域
情

報
化
の
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
い
る
と
認
識
。

◆
さ
や
ま
ル
シ
ェ
は
次
年
度
か
ら
独
立
採
算
と
な
る
が
、

今
後
市
は
ど
の
よ
う
な
支
援
や
取
り
組
み
を
行
う
の
か
。

市
民
部
長  

協
定
を
締
結
し
、現
状
同
様
の
運
営
を
行
う
。

◆
若
手
市
職
員
を
募
り
、こ
の
サ
イ
ト
を
盛
り
上
げ
る
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
を
組
織
し
て
は
。ま
た
、既
存
の
組
織

に
若
手
や
有
志
の
職
員
を
入
れ
て
は
。

市
民
部
長  

今
後
さ
や
ま
ル
シ
ェ
の
運
営
会
議
に
、新
し
い

発
想
を
持
っ
た
職
員
が
参
加
で
き
る
よ
う
に
考
え
た
い
。

◆
鵜
ノ
木
地
区
の
課
題
を
市
は
ど
う
考
え
る
か

①
災
害
時
の
要
援
護
者
対
策
へ
の
取
り
組
み
は
。 

②
新
市

営
団
地
建
て
替
え
後
の
空
き
地
は
地
域
の
拠
点
に
。 

③
稲

荷
山
の
公
園
整
備
は
。 

④
環
境
セ
ン
タ
ー
と
の
共
存
は
。 

⑤
住
民
の
安
全
安
心
を
確
保
し
た
道
路
交
通
網
の
整
備
を
。

市
民
部
長  

①
電
子
シ
ス
テ
ム
化
を
検
討
中
で
、支
援
希
望

者
の
名
簿
を
自
治
会
な
ど
に
配
り
支
援
体
制
を
作
り
た
い
。

建
設
部
長  

②
空
き
住
宅
棟
は
27
年
度
を
目
途
に
取
り
壊

し
空
き
地
と
す
る
。将
来
は
新
た
な
土
地
利
用
計
画
を
見

出
す
。 

③
再
整
備
は
、関
係
団
体
な
ど
と
調
整
を
し
な
が

ら
ツ
ツ
ジ
の
補
植
な
ど
を
進
め
て
い
く
。

環
境
経
済
部
長  

③
つ
つ
じ
祭
が
再
興
す
れ
ば
、観
光
資
源

と
し
て
支
援
し
て
い
く
。 

④
地
元
の
方
が
安
心
で
き
る
よ

う
、運
転
状
況
な
ど
は
機
会
を
と
ら
え
て
知
ら
せ
る
。

都
市
整
備
部
長  

⑤
国
道
16
号
の
４
車
線
化
で
、渋
滞
緩
和

を
期
待
し
て
い
る
。狭
山
市
駅
上
諏
訪
線
の
整
備
で
は
、生

活
道
路
に
進
入
す
る
車
の
抑
止
が
図
ら
れ
る
と
考
え
、権

利
者
と
の
任
意
交
渉
の
中
で
病
院
の
駐
車
場
問
題
な
ど
も

含
め
、誠
実
に
対
応
し
て
い
く
。

こ
の
ほ
か
、自
治
会
加
入
促
進
対
策
、市
営
住
宅
鵜
ノ
木
団
地
の

管
理
運
営
体
制
、赤
間
川
へ
の
水
車
の
復
活
な
ど
を
質
問

◆
子
ど
も
た
ち
の
た
め
に
な
る
学
校
づ
く
り

　

学
校
統
廃
合
が
狭
山
市
の
将
来
に
と
っ
て
必
要
な
の
か
。

市
長  

子
ど
も
た
ち
が
人
間
と
し
て
大
き
く
成
長
し
て
い

く
た
め
に
は
、大
き
な
集
団
の
中
で
生
き
る
力
を
育
む
教

育
環
境
が
必
要
で
、学
校
統
廃
合
は
避
け
て
は
通
れ
な
い
。

大
局
的
な
見
地
に
立
っ
て
理
解
と
支
援
を
お
願
い
す
る
。

こ
の
ほ
か
、学
校
統
廃
合
が
対
象
と
な
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
教

育
環
境
の
整
備
な
ど
を
質
問

◆
中
央
公
民
館
を
含
む
市
民
交
流
セ
ン
タ
ー
は
駐
車
場
な

し
、駐
輪
場
な
し
で
オ
ー
プ
ン
し
ま
し
た
が
、実
際
に
活
用

し
て
み
て
市
民
か
ら
不
都
合
の
声
が
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

実
際
、行
っ
て
み
る
と
中
央
公
民
館
の
利
用
率
に
も
影
響

が
感
じ
ら
れ
ま
す
。富
士
見
集
会
所
な
ど
他
の
集
会
所
・
公

民
館
が
急
激
に
満
室
で
使
用
不
能
状
態
が
う
ま
れ
て
い
る

よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　

旧
中
央
公
民
館
で
使
用
さ
れ
て
い
た
駐
車
場
・
駐
輪
場

の
活
用
な
ど
駐
車
場
・
駐
輪
場
の
確
保
を
検
討
し
て
は
い

か
が
で
し
ょ
う
か
。

　

旧
中
央
公
民
館
な
ど
跡
地
利
用
の
検
討
は
、全
庁
的
と

の
こ
と
で
す
が
、駐
車
場
・
駐
輪
場
の
設
置
は
街
の
活
性
化

に
も
役
立
つ
こ
と
で
す
の
で
強
く
要
望
し
ま
す
。

市
長  

旧
中
央
公
民
館
の
駐
車
場
、駐
輪
場
を
新
中
央
公
民

館
の
駐
車
場
、駐
輪
場
と
し
て
利
用
す
る
こ
と
は
、中
央
公

民
館
の
移
転
後
の
跡
地
は
、狭
山
市
駅
西
口
か
ら
入
間
川

地
区
商
店
街
を
経
て
入
間
川
に
至
る
重
要
な
動
線
に
位
置

し
て
お
り
、中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
向
け
た
要
所
と
し

て
、そ
の
利
用
に
つ
い
て
は
全
庁
的
に
検
討
す
べ
き
課
題

で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

都内に掲示された他市のポスター

Ｐ
中
央
公
民
館
の

駐
輪
場･

駐
車
場
確
保
を
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